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次　回
９月14日の
例　会

ROTARY : 
MAKING A DIFFERENCE
ロータリー：変化をもたらす

★東山荘記念館食堂
★12 ： 30点鐘
★ロータリーの友月間に因んで
　雑誌・文献委員会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

8/17のメーキャップ

８月17日

８月18日

８月27日

Ｅ ク ラ ブ

Ｅ ク ラ ブ

Ｅ ク ラ ブ

若林洋平君

戸栗太平君

橋本喜市君

8/31の出席報告

※やむを得ず欠席される方は、午前9時50分までにご連絡下さい。

61名 57名 52名 91.23％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

神谷高義君・勝又安彦君・渋谷　一君 
鈴木善明君・若林洋平君 

欠席者（５名）

　毎年この時期に御殿場の東山荘で行われる地区青少年受け入れ学生オリエンテーショ
ンや帰国報告会へ地元の会長として挨拶に伺いました。御殿場より本年は芹澤隆博委員
もお世話になっており、又2005～2006年度の大庭君以来12年ぶりとなる次年度の交換
留学生候補として、事務局の滝口（松本）さんの長女である高校１年生の松本紫音さんも
出席の上での交換会でした。
　もともと当クラブでの地区青少年奉仕委員会への出向者の評判は良く、その場での活躍にお礼を言われ、今
更ながら感心しましたと共に、私めの無知さを恥じ入る事になりました。
　多少私にとっては場違い感がある事もあり、例年に倣って挨拶後においとましたわけですが、次の日の夕方
には、選考会の結果で松本さんの交換留学が本決まりとなった事を連絡頂いたのでした。
　併せて12年前のオーストラリアのケリーさん以来の交換学生受け入れという事になりそ
うで、どこの国から来るか、また松本さんがどこの国に行くか気がかりな事は多いのです
が、事前の交換学生の受け入れホーム先のお願いも、秋田幹事の主導のもとで会員の皆様
方よりとても協力的な答えが得られました事も感謝致しております。
　本年本日で２か月が過ぎました。もう次年度の事ができる喜びを感じながらの報告をさ
せて頂きご挨拶とします。

会長挨拶用
ＱＲコード

会 長 挨 拶 勝 又 　 洋

第2484回　例会プログラム

会　員　慶　事

国際ロータリー
第2620地区

週報御殿場
ロータリー
クラブ

●会員誕生日／９月９日　長田吉弘君
●夫人誕生日／９月９日　菅沼　久君　ご夫人　久代様
　　　　　　　９月12日　若林洋平君　ご夫人　雅美様
●結婚記念日／９月９日　長田吉弘君　まゆみ様　ご夫妻

●例　会　場／東山荘講堂
●開 会 点 鐘／12：30　●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／地域コミュニティと有得人
　　　　　　　京都造形芸術大学　
　　　　　　　野村朋弘准教授（日本史研究者）

http://www.gotemba-rc.gr.jp/



勝又　　洋
秋田　悦夫
大胡田明寿
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国際ロータリー第2620地区

「低く浮かぶ　静かに膨らむ」

司　会
池谷正徳君

「まるくつながる」 「静かに立つ」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
8/31のスマイル

　私は2016年４月に小山町に移住し、美術講師を
兼任しながら彫刻制作をしています。私にとって石
は最も魅力を感じる素材です。地球の地殻形成の過
程で生まれた石は、人間の感覚を遥かに超えた時間
を内包する素材といえます。重くて硬い不自由な素
材ではありますが、制約を活かすことで存在感や素
材の強さを作品に取り入れることができます。飽き
ることなく、静かにじっくりと見入ることができる
作品をつくりたいと思っています。
　私は植物や果実、昆虫や鳥の巣など、自然の中に
ある美しい形を普段から注意して観察しています。
有機的な形の積み重ねによって均衡の取れた自然の
造形物は、私の創造の源となっています。このよう
な自然の形と、石を叩くことで生まれる形が結びつ

いていくのではないかというのが、私の制作の根幹
にあるテーマです。虫が自分の巣をつくるように一
振り一振りノミとセットウで石を叩いています。時
間と根気を要しますが、完成へ近づくとギュッと詰
まった感じがしたり、石なのに軽やかに見えると
いった不思議な感覚が伴うようになります。石は、
作り手の思考や取り組みを蓄積させながら後世まで
長く形を留めますので、妥協することなく手で形を
確かめながら彫り進めることが重要です。私は、叩
いた痕跡を生かすために石を磨くということはしま
せん。叩いた石の肌の魅力も感じ取っていただけれ
ば嬉しいです。
　富士山の麓の自然豊かな環境に移住して制作した
第一作目の作品「低く浮かぶ　静かに膨らむ」は、
第80回記念新制作展において80回記念賞を受賞す
ることができました。現在、道の駅ふじおやまに受
賞作品を展示させていただいております。お近くに
お越しの機会がありましたら、ご高覧いただけます
と幸いに存じます。是非アトリエにも足をお運び下
さい。最後になりますが、このような貴重な機会を
与えていただきありがとうございました。

小 松 俊 介 様

石彫の魅力

・私、父親との共同制作の大量の宿題を持っ
て娘の２学期が始まりました。夏休みが終
わるとやはりさびしいです。
　豊山　篤君

・おかげさまで娘が2018－2019年度ロータ
リー交換留学候補生に選ばれました。至ら
ない点ばかりの親子ですが、頑張ります！
　皆様にはたくさんお世話になります。よろ
しくお願いいたします。
　事務局　滝口

ソングリーダー
大胡田明寿君

出席報告
勝又博文君

会員誕生日
臼井良太君　豊山徹也君

～手で彫ることの
　　意味について～


